
i 救急法を身につけよう
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t血液を平均して流れるようにする？こめ〉
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a. 事＂＇~日は I ＼（日lj として，

IC寝かせる。

函1

先月は救急法｛亡一刊、て法jcO〕j6話をじて，

ウトはとくに救急法を身Iこっけなければならない

仁とをIll］九かにし立した。「riはさらに，実際の
場1f1iについて，読んでわかる ζ と主案内いたしま

しょう。 ζの前にい、コ7こように，実技の訓練が

かんじんですので，イ分なものを身につけていた

7こくには，それ相当の議官，訓練をうけていにだ

くζとによる ζとは，いうまでもありませんコ

；人71

b. 事故者の顔色がひどくあおじ，1,＇・、とふ

図2a 

Gど4 トーる
図2b 

（足のほうを10～:lOc・m，：・：；くす，，.，敬：JJlliで
いうリヨソクの状態で保詰；i右要寸ろ一保？県IC

つ？、亡：：:t c ，，ラベる ; 

0 '.][,¥'' ，＂；・のf虫色カリ、いとき。

けが人の j肖をするとき，まず与えなければな

らないのは， ζのけが人をど九江主主勢！Ltdくか？

（寝かせ方，すわらせfj〕つまり，本人のために

いちばんよい休｛立をちえなければなちないという

亡とです。

交通事i/(9＇のj持｛＇，， 事岐による勺：If；がl宵恨の位
。JI以内となιないで， i'J'j股するときや 救J包車，
医師を待っと邑の休刊が＇ii'いために，死亡に去る

ζとが多いという報，，『がIi:"'j l Cいま雪。とれは

·~目、 iH'rの7こめ，気迫〔nf11＇えする通路） en確保が

ii'g;己なく， をのため~n; F、足骨きにし 'ii態主

也子｛じさせてしまうのです。それでは どんな体［，）：

におL、にらよいのでしょうか。りが人をたきくつ

ぎの2つに？？けどちえる必l耳がありま t。

事故者の体位

図3
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iii( I' i主Cl正iと肩を111、日l(lcm，：＇：，＇寸ろ。

i.1 icマクラを可ろのは r,< ＇＂、〉

A.意識のある人の場合

jc人｛こr：ずねていちばλ〉？とごある体hi.におく p
Eυ〉？こめには，木人σ＇1存f出J;・よく拍i繁して，っき
いlう，，fド｛.＂：1こi・.iくととが船（（JIζ唱にして引λ

I ji}；、ごあるととを如、ていなくてはな 1，ません、
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( ＂＇＇首そ山尚 1車を

ず〈ずろ fこめ件~m1 毛住（＜さげるU 砕かせたり

前＇JI!、，，とH絶叫3け九ヲ
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(I呼叫｜叫吋t

（水平tζ寝かせて邸主怖に1r,1けノ l在山I( 

て1 'ILれ釘の阻1色が紫色のとき 3
の状態）

ゆ「『ふL __) 

す）
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・・・, II延長打った＇＇， IIむIC向のあるllj;;-

図4b

図7

。どづぜ挙〉ノド（心臓部会｜にし E横向きι寝かせ，
ひどくなるきちに進んで，めた、といいます。けがをしたλをどのような姿勢κ先月号では，

主01,J寸）

子足を切断けがとは別K，肺炎になったり，と，おくのがよいのか， Kついてお話しましたが，今（肱：＼llOJ筋肉主ゆる出る〉

Eのこノ

ョックr：けで，死んでしまうととになるのですか

たいへんコワイものなのです。

しなければなιなくなったり，最後には，その

ときの状況でしなければならない「ショックの救

月は先月間横，傷そのものの手当とは別に，

オドロイタカ〉h, とれはさまさ．お話しましょう。急法JKついて，

な？まな‘けが、 IL対する救急処置には必ずといって

いいほど含まれる作業ですむ

B.意識のない人の場合

意識のない人にたずねるわけにはいかない。そ

れに，本人が百のつけ快が奥IC~再ち込んだり，吐

いた物やよだれなどで，気道をふさいで，空息し

てしまわないような体位を苦えなければならな

図4c 

び忘三J___J
一一 IJから口への人］呼肢の体位
（あお向けlζ寝かせと肩0）－~ Kマクラを人

ショッケの原因

何がシ巴ツク＂＇起としたり，進めたりするので

しょう。

2. 

ショックの症状

けがをしたり急病になったりし君はいままで，
（煽

。痛みを長引かせる

C手荒な取り扱いをする

た人を見Tこζとがあるでしょ号。そのλはどんな

i：＇.いTこいつぎのうものrょうすt：＇.っ？ごですか？＇＜（，臣、；) [i(/il叫が i汁

r：・かι休｛JII土問日IJとしこl吋4a,¥,,Cとl、
うζとになる。

だが傷の部分ICよってl旬きは変える。

部を心臓より高く｛立i買させる仁め）

ど／しな｛H"! -0：とっても，

Tic It HIH• i, tζL、。

し、。

つ出血令長引かせ毛

。暑すぎたり，寒すぎたちする所Kほうッて和ど

れか向またはいくつかが同時IとあLわれζいたで

しょ＇.） 0 

子ども，体力を失っているなどですが，老人や，0顔色があおじろい

ショックが進みA干す

ひどくなりがちである Eとも知っ1おきまし

品。

ほかに注意しなければならないのは，吐きそうになる。胸がムカムカLて，吐rたり，

Ckぉ クは徐々に起Eってくるので，初めはわ

からないととが多い

O思ったより元気だから，

人は，健康な人Kくらべて，

くp

tcり，弱くなる（）気が遠くな

以上，＇＜JJ は l軒以古をどのような I~はにおくか

というととにつし、て述べてきましfが， i,L JJ/ 1n. 
でとまど， I：’ときは，！＼（日！！υヲ［ドf,'r I I吋1) ：こj；く

ととだけはしてほしL、。 en邑：1 マクァをさせが
ちですぞ。 ζれは？？を杓7こ）まf二， ILi.'1.1: I桁入や11:

1!11. -H!IMのある日｜；分！I I心臓上 11{:; '. .；・ハこと

が，引甘みや11:1flt主やわんlfλ切＇lCIJ＇品九 υ〉ご，

leもおIまえてほしし、 ζとです。でも I；）－，洲ld1;;ii 

なって，とまどう ι とがないにとか．れ，~•－'Uli円ζ

スムーメ lζ進めるm令歩でJ「。

きて， ζζでl1怠しなければならないことがあ

ちます。以上述べてきにのは事政者の容態による

もので，傷がある場合は与えていませんでした。

傷がある場合はWI寸によコて，さらに lll血した
り， Z蓄が体i己Infっfこり，痛みがはげしくなったり

しますかι， つぎの例をみて，その状態による11'
i立のとり方を宅えてみまし rう。

ア，顔色赤くて左足11:ケガそしているとき

れる。〉

。子足がしめ 0 Ii'く，冷fこい

。脈が弱〈早い〔あまり弱すぎて感じない）

。ひや汗をかく
10，）持仁、ピゴ己
Cl耳の：＼ii分を心臓より高くし， fill部， Hは

叩cmrけ高＜ ＇「る lととどめる）

と安心すると手遅れに

なってしまう

己れ争教急法でl土、ショツ

ク← くわしくは外傷性tノ.，クーーが起亡り始

.3 

Eんな状態のとき，

07' Xii郁181羽fド1ピ隊ドHi・ 11.1,：救二•iLJ11·与 tl) 

2. 

イ， iW色点、tciじλ＜.fi)i部IC勺ザそしているとき

閃 1のIJ;IQIJの休｛'1:をと ιせる3
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3コのどきAC・D 
（足先力、りふやしてゆく）

足もどを曜か〈（頭寒足熱）

ショ y ク的手当（顎や制に傷力むい場合）
毛布仁、スキ問む〈首もとカち足先Eで

ピソテりくるみ包を

c平ミミ芸三さミささεーミミミミ
10・ ・30cmι.，J －－＝聖霊＼
←」彰け ーミピ

湯タンポの入れ方

。~二号車8

起きる。中でもとく IC注意しなければならないの

が「出血jと「感染jである。

血出2. 

先月までは救急法を行なう IC-J.、て，基本作業

を話してきました。それらは， とれから先，たび

たび出てきますから，頭の中で4分に控理してお

くζとがた切です。そのうえで，つまへと進んで

し、きましょう。

湯タンポの温度

J
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今月は，話の中で生命にかかむる危険な出血事

故についてふれますが，とれ1c-o.、ての実技は，

ζの誌面ではいっさい説明しま寸人。なぜ？っ

それは，不完全な実技を説；する ζとは，大

から，覚えて和きましょう。

実際のけがの場は， Eの4つの出血が入りまじ

って起とる，区別するより，止める ζとが問題で

ある。

l, 

切な生命を軽〈扱う亡とになるでじようε救急法

では重要な実技でないという t刀法ないのです

が，とく IC今回の出血と，あとの人工呼吸法は，

誌面では十分IL説明できませλιら，お話するの

0意識のない人

。はき気のある人

。頭，胸，腹のいずれかをけがした人

ショックに対する救急法

先月号IC図を示した，産ilのあおじろい場合の体

3, 

(1）適当な体位におく

0応急手当をしたのに S;aックがひど〈な正人位が基本でれでも，頭や胸K傷のある人はダメ
染感3. はやめる ζとにします。（内臓をけがしている〉どうしますか。もういもど4月号をみてですね。

その傷から非常IL多くのばい

菌がはいる。傷の子当をするときに感染させる ζ

とが多いので，十分注意をしなければならない。

皮..，が破れると，

海感いと与Am多ムnN菌につ、、ノ

は

す

数

K
や

の

傷

し

蘭

（。／ ／ 感染

OfH血がある

（体の外へ出るのも出ないの（，）

0痛みがある

〔出血とともにショックの.，，肉となる）

傷の危険性
ゆっ

0早く手術を受ける必要があると思われる人

とれ以外の人Itは，番茶などを少量ずつ，

くt：＇きい。

位）保温する

吸わせるよ号に飲ませます〔コップ半分

程度にし，ほしがれば30分Tこってから〉。

くりと，全身を毛布などで包ん

で保温します。＜暖めるのではありません〉

体温をなくさないよう，

。蘭の力と毒

f蘭の）Jや毒が強いほど感染しゃ

の町

重「＼
仁jはれてくる

。からだIC動かない部分ができるなど障’存が似

守月は少しむずかしい話Kなったようですが，

加視という Eとに

‘そのときの天候主巳

暖めるのは，保温ではなく，

なります。｛呆湿の限度は，

＼ すい〉
Cからだの抵抗力
（私たちは健康であれば，

数急法にとって重要な事がらですので，取りとげえて，暑からず，寒からず、という程度で，汗ば
こる

。熱がtHる

O感染する

ましに。（天候が寒くて宅社jやむほどではいき過ぎです。
摘に対

でも無理をしたりして体々が弱

っていると感染しやすい。〕

して強い抵抗力を持っている。
，
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水』とおぼれ士人のとき

は， 37℃前後の媛かきの湯タJポを凶のよう K人

ふとんがたりないときや，

健康を保つζとは

どんな場合でも大切だノ

なる ζともあるc

けがをするとつろいろな危険が

F
』
ノ

以tのように，

す。ンョックが起Eらない前iC,

るのがし、ちばんといえるでしょう。

（京都第38団年長隊隊長・日赤教急法指導員）

し十

れます〕

(3）やってよい場合には，飲物を与える

つぎの場合です絶対ICやってはいけない人は，



4. 止血の方法

A. 傷部を心臓より高くする。（つ百のB. C. 

D, Eのときも〉

B.傷口IC滅菌ガーゼを当て圧迫固定する。

小さな傷や静脈性出血の止1lrr ~ 

c.止血点を指や子のひらで押きえる
一一大きな出血F動脈性出血の止血ー

わとれは実技訓練がいる寸

D. BとCをいっしょに使う。

E. k血帯（傷より心臓側を強〈しばる方法）

をかける。干記5注意をまもれ／

どうしても使わなければならないとき

（多数のけが人が出て入手がfこ旬ないと

きなど）

5. 止血帯をかける場合の注意

A. 最後の手段として用いる Eと

かけたとEろから先は切断しても，や

むを得ない0 •••• 人聞の血液tては限界が

ある。命を守るためしかたがないと考え
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よ。関「血液の景l参照
B，いったんかけたら，決してゆ－＂めない ζ

.!;s.必ず医師JCまかせること。

c.止血稽の痛はν旦旬以上の再のを用いる。
D.傷It直按ふれないよう，鰻F宮タ！！.ふを少し
残してかける。

E.出血が止ま勺fこち，それ以上強くしめな
句、「

L、。

F. 一見して外からわかるようにし，かけた時

刻を記入したものを本人につけておく。

（京都第38団年畏隊隊長，日赤救急法指導員〉

きあ，いよいよ本格的な実技にはいってきまし

た。実際に役立つ教急法は，本で読んだだけでは

絶対IC身につきません。よい指導者の手lまどきを

受けて，何回でもくり返し練習して，自分のもの

にしてください。

7月号は都合でお休みします。 8月号を楽しみ

にしていてください。

先月は都合でお休みしました。とめんなさい。

今月は夏によくおとる水の事故について，水lt:/d

1まれた人に対する救急法，と＜ K人工呼吸法につ

いてお話ししますが，前回でも Eとわっておいた

ようK，実技を学び，訓練する必要がある ζとを

重ねて念をおしておきます。

1.呼吸停止と人工呼吸

呼吸停止がおEってから，人工呼吸をし始める

時間によって，事故者が助かるTどいたいの割合は

次のとおりです。

血液の量

おとなて’体重の約会一台の量（こどもで約合）
97.入回入

別
人
中
川
か
る
へ
続

25人

匝亙i正i秒を争って止めなければならないl

｜？を防く；！こはI~.h 4二ア
…1てt:-j;VJを救2桁l二 t 、月 ピ式｝ A3 

時
崎
停
止

5分？を

'l•f·＇嶋＇飴めた時間一

ζれをみてみると，できるだけ早く人工呼吸を

行なう ζとIt努力しなければならないζとがわか

ると思います。

水におぼれたときなど，岸やプールサイド花行

くまでに，空気を吹き込む方法が救助法にもあ

り， I秒でも早〈肺に空気を送る ζとがよい結果

を生むζとになるのです。

2.呼吸停止をどうして知るか

呼吸停止とは，蹄の中に空気が吸い込まれ，は

邑fごされるはたらきがないととをいいます。やさ

しくいえば，息をしていないζとをいいます。 ζ
ぞFそk、i't F当方る

傷IC直接当てるガーぜ
などをマッチ，ライタ
ーの火で悔の大量き以
上あぶって応急減菊す
る。

ら

／ ＼  

ベザぞおちの部介

一図 1ー

れはあたりまえのιとのようですが，君なち呼吸
があるかないかどうして調べますか？「ヱヱッ／

脈をみてみるってJ, あわてると感違いする入が

いますね。

図1をみてください。みぞ落ちの部分に手を当

てて息を止めてみましょう。動きはありません

ね。息をすると動きがあるでしょ。どんなにわず

かでも動邑を感じとれるはずです。事故者IL対し

ては，軽く ζの部分に，手のひら〈指の内側〉を

当てて，呼吸があるかなし、かを調べます。

3.人工呼吸法

a. ロから口へ法l こ与そせい
｜「呼気蘇生法jという

b.口から鼻へ法j

c. ニールセン改良法一長時間の訓練を要する

ζζでは， a, bの呼吸を吹き入れる方法を中

心に水に和ぼれた人に対する人工呼吸を行なうと

き，気をつけなければならないととをあげてみま

す。

①水iとおぼれて呼吸が止まった人に人工呼吸

を行なおうとするとふ上記のどの方法を用い

Z場合でも，水を吐かせる必要はない。口の中

にたま勺ている異物を指でとり出し， 1秒でも

ア



j量二ミ
地形が傾いていれば

~ 

図 2-

早く空気を吹き込むζとのほうが大切です。

② 体位は気道（空気の通る管←山ど山部分〕

を十分11'.のばす体位をとる。

③ 必ず，事故者の胸が」ふくれて，空気が送り

込まれているかどうか，たしかめながら息を吹

き入れる（音も聞とえる〉。

④ J息を吹き入れてゆくと，抵抗を感じるか

ら，そEまでで吹き入れるのをやめ，口をはな

す。（排気を吸わないよう顔の横のほうへ〉。ー

ーもし事故者が自分より大きい人なら，抵抗を

感じないが，そのときは，自分の息が全部はい

つにら口をはなす。

⑤水11'.おぼれた人には人工呼吸を行ないな／

気道の確怪
すば事之友力果的体位を
とる方法
ー一一「－町一ー一ー

交代法 治主主の事故に

／がι保設をするo て湯タンポも入れる日
月号を見よ）。
⑥医師の指示があるまで行なう（数時間行な

って助かっ七例もある〕。 また呼吸が回復して

も12～24時間以上は安静にさせ，そばには必
ず，人工呼吸のできる人をおく。ー 止まる ζ

とがあるから一一。

4.心臓マッサージ
呼吸停止から約7～8分で心臓が止まるとされ

ています（電気ショック，心臓マヒなどはす t

11'.)o Eんなとき，人工呼吸だけでは助かる Eと

はありません。救急法には，人工呼吸と同時に行

なう‘閉胸式心臓マッサーヲ、があるのですが，

実際11'.指導をうけないと，効果があがらなか勺Tこ

り，また効果があっても，他の器管を痛めて，結

局は助からな〈なってしまうので， ζの誌面では

取り上げないでおきます。資格をもった人11'.指導

してもらってくt：＇きい。そ乙で，みなさんが訓練
の目安になるかと考えて，救急法でのEれらの実

技を次にあげておきます。 （図3)
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更のキャ Jブも終わって，気が抜けた顔をして

いる人はたぞれ？ 夏の活動で身につけた力号まと

め7進級する最もよい時期の始まりです。きて，

今月は，最初IC:，君の観察｝Jをためしてみましょ

う。次の衰をみてくr：：きい。 Eれは暑きによって
起ζつに， AとB, 2つの症状です。亡の夏， ζ

のどちらかの状態に出合ったととはありませんで

したか。

表1 症状AとB

J竺l A＿＿＿＿＿；竺｜
皮 フ｜熱く乾いてくる ｜汗でペトベ卜 I 
顔 色｜赤い lあれろい ｜ 
示 I~強L了一再三~~＇~ I 

寸非常任一王弄一CRJ"c.普通百三 ℃高円
{4: .i!&. ｜ζ主主JII'〕コLi幽
i I叶じ症状と｜ めまいがする ｛ 

して ； 吐気がある I 

｜ ｜ ぐっfこりする l 
どうですか，どちらにも出合った人があるかも

しれませんが， ［ああ，そ／しなのなら，グラウン

ド11'.集合しているときにあ｝たよ。たしかB0）症

:ti; Tこと居、うけと，あれは場JI可Tこって百，cました
t Iという人がかな句あると比川、ます。でも， ζ

の日の症状をli射病とするのは，間違、ているの

です J 日射病はAの症状で，よ陽のトでなくと

勺，ポイフーなど熱い物の近くで作業したとき

も，同じ症状（， I司仁応急F当守jjt,rt.ますので
Ale時1：名，熱射病と呼ばれ，日号、l病と同じ挽いを

します。そうすると， Bはなんでしょう。 ζζ で

5月号訂正

P17 揚タンポの図のうちの文字

誤 ホオやヒジ11'.当てて1分間ーー

正 ホオやヒジの内側11'.当で1分間

8月号訂正

P17 右下の図

同時保温の方法
l人で行なう方法

どと7£.二フ
~ ..,-

幼児に行なう方法

一図 3ー

ζんなに訓練を要するのですが，実際、にはさらに医

療機関への連絡が加わります。

水の事故11'.対して，日本語汁J子社では，水上安全法

という水難救助法がありますので，各県日赤支部11'.問

い合わせてくだきい。

P.17 同じ部分の文字

際 あぶって応急滅菊する

正 あぶって応急滅菌する

P17 三角巾の図中

額三角布

正三角巾
くどんなに技術を身につけても，事故を起さな

し、ょう努力することが第一，そなえよつねに〉

（京都第訪問11・長隊隊長 円赤救急法指導員〉

ち

新しい名前をおぼえて〈だきL、。日の症状は救急

法では， もヒートイゲ fースショ／、とr，－れ？て
日射病，熱射病とは別扱いにしてL、るのです。

「よ陽の下で倒れたから，日射病じゃないかJ
って言う人もあるかもしれませんが，次の応急r
当をみればp 大変違った方法。いL、かえれば，ま

ったく逆の方法を行なわはければなちないζとに

気づくでしょっ。でずから，前表のAとBの場合

を区別する必要がでてくるのです。く表2. .> 

以上のよう／（，日射病（熱射病） ζヒートイグ

ザースションの症状と応急手当を対応してお話す

る意味がわかっていfこだけ仁と思いますυ 生半可

な応急子当は，好意であっても 4月号の体位のと

乙ろでも注意したように，事政者の頭のド11'.とり

あえず枕をするような，逆の思結果をきたすとと

になるのです。

次11'.，どんな場合でも，医師をI呼ぷ（または病

院へ運ぶ）亡とは当然のことですが，とく IC日射

病（熱射病）は死／（至るととが多いので，早〈阪

師と連絡をとることをつげ加えておきます。

きて，進級riHlにある IH射病の予防法を知

る！とい〉 ζ とは，ノ°)fnJお話ししたヒートイグヅ

ースンョ〆を含めて与えなければな行ませんよ。

ζ こで甘く別して日射病fこけにしておいたら片子溶

ちといフもので＇＂ですから強い日ざしの下で

は，ぺばの広し、帽Fをかぶるιとや，活動場所や

内存lζ注怠するなどがメ切です。そのほか，ヒー

トイグf－スンョンは，体内の塩分の不足から起



救急法を身につけよう

ろよ）心＇＇＂ ’（＂ I、。 主「宵1川町でし＇） ;' ，，耐力、cυ〉け
｝シ正＂れているとき（七、し苦いI~しまには風通し

「，，～ fく ,:1.11 fl’＼＂ /: i, Ii力、 fときに事く J歩 h

れみ仁〕 C寸か i,, ¥UI Iこifr Ji,[ IIυ）あふ負・11孔と

- . " く完＞ ! 

ゆゴ華町 ！ 
i之ギJ 末吉平克 J 

の思＼I、所，さιにその上す／ふ191e ・・ ' ＇ォ ムな
どを諸問しなければなιないとき江ど）は。白1Jも
っT 食後などK 少し濃いけの食胤止を飲

んでおく ζとも効県的な］＂・防法となります。 C

も，なんとい J ても，つね IC健Ml を｛；~ ＇ている ζ

とがL、ちばんで， 卜分な睡Ht!や休養， まfこ無担の

ない生活が，最大の子防ですね。

（京都第38問11'；長隊隊長ー Fl赤救急法指導員〉

きょうの患には

でもそんな ζ と長ずるとかえって：~＼と思いますわ［救急法を身代つけよう」は3月号の導入部か

じ守あ，｛of'c Jうければよ

ふしぎ7ごな何も、げなくて大丈た

化しやすくなるのぞ寸c

L、かつて？

ら！日｜を重ねて 7[n]Iとなりますが，知っておき？こい

と思う要点、はTごし、fこい説明したと思いますので，

ノ干I色lをもって終了します。 やけどをしって思うでしょう。なぜかというと，乙の講座で一応の基礎

その部分〔患部〕l土熱によ寸て’・，；：全i「i7告し

もうわかっTこでし土）ヘTこのと同じといえば，

Tことき，守後，救急法講習会などIC

知識をほんとうに身KつけるようKし

知識を修得した方は，

けい市して，

15分おきに

3-4はい弱ιiの食塩，，ム
ι’ 

亡く 1：きし、。ン・4、蔵部へ1l1jかつて7 ソサ 4包

やけどの手当てをするときの注忌。コァブ半分の水運j曲中も、以上をつづける

水をほしがれば

f・ 

Ill感染させないこと。守月はやけどのお富吉をしましょう。きて，

やけどをした部分は，熱によって弱く／tぺて，だれでもいちどはやけどの経験をしたことがあ
飲ませ万は凶 1と同様やけど患者Ill飲物を与える

"i 
不潔（と吸わばい菌が入りやすくなっているので，アフイ／といってその剖l分を引っると思います。一 一一｜叫l事照

て工し、 ζ と。
。
ヒあとKなって，込めたととでし t う。そして，

やけと患者に与える飲物図1

[2）痛みを早〈取り去ること。リピリ痛みがでてきて，水ぶくれになっ fこ人もいん♂

’て井 ＼系サγtテ$ スプ ノ）
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思〉」ろ〈本人仁閣いて水を欲しがる

と急与えること〉
定、部を冷やすζとや，！本位は患部が心臓よ lj高くましたか。おばあさんが，

まk無珂lζ動力、きない3

それだけでもンョックが起

なるようにし，

[3）必ずショ γクの救急法を行なう

λ，~，ら抗hをつけλ と言われにと

軟1ウを＂ 1I1 iこへもあるか

し上う l<)J,

まにチ J ツ、；＇iii力、，

一
ti', 

ヵ、，主.＂うひるがぬ tる店直チヒチヒ勺x’

回
' でタ

痛みがはげしいと，

5 jj号を1まと照メ"., 

て当急手救のどlすや

からだの表面20°0以下をやけどしたとき

5～13℃の冷水のtjIに患部

冷却世ミ在Jilt、る。

できるTごけ早く，

A. 

I¥ 

悪 i予l
Lゃっ〈円1カ山＇ ）なり中止一，る
吐き気 : ？？） 

治絶対に飲物告与えてはならない渇合依次のとおり

×意倣不明の入 、こ＂JJ外L＂＇ぐ＇＂＂＇＇＇て
x E闘胸腺に々 ガのある人 み0' "'・'' ＇＂う•ll I I～i ''  
X L '!' ~ 勺や吐き気のある入l火 化A川t' iろれい.，，，.

lO 

表2 日射病（熱射病）とヒートイゲゾ スシヨノに対する応愈手当の比較

｜ 一1石而瓦d一て1て二二
十 一一 一 一 百かげで胤通し円よ L、所につれてゆ〈 一一一一←一←一

「 一一可i王瓦u九石 一「 蝋が悦低〈なる体位一一

Lιl 〉玉問Eム石瓦iこ；一孟王7ヲ一 一一 一杢！竺土三竺~：空些土？竺干一
・体をシーソ右どで包λで、最初M なた水 II水をほしがるとき
税皮肉水を足のほうから、徐々にかける I 

（しだいに冷たい水＼） ！ 



λ，やけとの痛みかとれるまで！け

， 

'{,Cl 11など山冷fユ、＋；が，すく＇]ii<

ベ；；tれ「いればよいけれど，そλな

／トカ円、＇も ~l くにあるときば力、！）仁

はないの P，宮l也などでは， Ii'!I cい

iAt;J¥を！占部（と11号機的IL/，］［ずか， 里な

ど冷「こし、／；IT1J＼がないときは， t;'l、「－

t、どυ〕くらt'T°痛みがとれるかとし、

えば，範川がfj,t.、l土ど長くな，，まず

カ仁少なくとも 1II日MJtIIはt告やさ

なltHばたらな（、ものと全日っておし、

てく「，＇ ~ l、

かsr＝：のイヱι表00の広さをhる
9（ナイン）の三去勢j

lこυ）冷lMJ；《はt'll急 f'"jてではあ I)

ますが， l主つ科の医師の話によれ

ば， ζのときから治療が始まってい

ると丹えてよいのTごそうですから，

どλなに重要な作業かわかるでし k

' " 

ζうして痛みがす J かりなくなる

まで冷やしてから，また，＊ぶくれができていて

もζわさないよう，軽く滅菌ガーゼを当て，ほう

帯をゆるくまいて，必ず医師の手当てを受けま

す。だから，救急法は必ずしも単に病院へ，;;iIば

かわの方法主教えてはいませんねり

それから， もし衣服le熱渇吐か5、.tこときなど

は，すぐ脱がせることはしないで，衣服｛とポえか

け，じゅ，， ，；：、人きましてかれ脱がけるこ t' も

し，皮ブとく η ついていたL，その部分を切り埼

して，冷水の＞ J＞につけた，、ぇ匂 j，，でその.r,l!.;",11有

包λC。をの lから冷水をかけご冷やすり

冷や寸とき，病院へ運以上持iiに 当日p り Jlf~』

lJ；、主ii（（弓 ζとはいろ主でもあ句ません1

Bーからだの表面20%以上をやけとしたとき

I.,_ 

ともいう一一

からだυ）友111i10°,;rIJやけどそすれぽひどL川ノ

ョックが起ζり， 30%以ttcと生命に危険が『ず

るζと児なります。前述Aの冷却法（土，かちlc¥ll

表1rti20%以下の場合IC限〉亡行なうもv>c，それ

以 lo;やけどt：＇と，生命の危険があろのご 1 まず

止をかけて衣服にしみ込人I：＇熱4早くさましノし

（じゅうぶλICdくをかけないと，少しi晶！主をドげ

<.>Iこげにすぎ（（いぞ）その｜力、「J 七円lペヤ1十1・ J 

ぃc1¥温したどけで早く病院へ運びますυ こυ〕と

きは， AO)fj法とはもが｝て， ：~＼いで川1::, ＂軍 t、

ことが>f（＇止とな〉てき 1・g1Jo

c. ひどいやけどをした人の飲み物

9 il r；の関 11 やけど忠白にケえろが、1'~ l参！問。

（〕；，昨第；381・11:1 1主MHi 11.1,、・ri:;,.1.1.111 ・阜I¥)


